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令和７年度 奈良県環境県民フォーラム事業実績 

 

１． フォーラムの運営 
 
 ●総会の開催（令和７年４月２３日） 
 
  ●１０人委員会の開催（５回開催） 
 
  ●各分科会の開催 
      エネルギー（５回開催） エコライフ（５回開催） 資源活用（３回開催） 
    自然環境（４回開催） 
 
 

２．主 要 事 業 
 

（１）  全 体 

 
 ●機関紙「環境県民フォーラムだよ！り」の発行（２回） 
    目 的 フォーラムのアピールと会員内の情報共有 
     仕 様 三つ折り６ページ Ａ４版  
     部 数 １，５００部（５５号） 
       １，５００部（５６号） 
     配布先 フォーラム会員、関係団体、公共機関、県内市町村 
 
  ●エコな～らライフ宣言（ＣＯ２ダイエット事業）の見直し 

目 的 家庭で手軽に取り組める省エネ行動の普及、地球温暖化の主な原因となって
いるＣＯ２の排出量抑制に向けた意識の高揚、環境保全への更なる意識の高
揚等を目的として植樹バスツアーを実施してきたが、費用対効果に優れ、よ
り実効性のある活動を目指して令和８年度以降の活動内容の検討を行った。 

内 容 植樹は人間が出した CO２を吸収する大切な活動であり、フォーラム設立以
来の重要なテーマであるため、植樹活動をベースに検討した。結果は事業計
画にて説明を行う。 

 
 ●カーボンニュートラルの実現・地球温暖化防止に向けた普及啓発活動の推進 

フォーラム助成金事業の実施 
目的：奈良県内の環境保全活動・地球温暖化防止活動をさらに一層促進するため、   

「地域に根ざした環境保全活動」及び「地球温暖化防止を目的に生活様式の見 
直しをすすめる活動」に取り組む団体を支援する助成金制度を設け、今年度は 
テーマを「野生生物にかかる環境保全活動」に絞って募集を行い、１団体へ助 
成を実施した。 

助成団体：特定非営利活動法人 奈良環境カウンセラー協会 
テーマ： 脱炭素社会のためのゲーム・セミナーの開催 
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 ●他の関係機関との連携 

・「匠の環」交流会への参画  （奈良県地球温暖化防止活動推進センター主催） 
・アースデイ奈良あちこち開催への参画（アースデイ奈良２０２５実行委員会主催） 

 
（２） 各分科会の活動 
 

① エネルギー分科会 
  

○エコクッキング教室の開催 
省エネルギーについて考えるきっかけとしていただくため、鍋帽子○Rを活用した調理
方法についての講習会を開催した。火にかける時間が少なくても美味しく調理ができ
ることを体感いただき、鍋帽子○Rの効用を十分にご理解いただくことができた。 
日程  令和８年２月１９日  
場所  奈良市ボランティアセンター 
内容  さつま芋ごはん、白菜と豚バラ肉ミルフィーユ風鍋、カスタードプリン 
参加者 県民１１名 

  
  ○木質バイオマス発電所見学会の開催（資源活用分科会との共催） 

エネルギー利用や資源活用等に関する知見を深め、今後の県民啓発活動等に役立てる
ため、フォーラム関係者を対象とした見学会を開催した。 

    日程  令和８年３月３日 
    行先  株式会社クリーンエナジー奈良 吉野発電所  
    内容  森林資源や廃木材等を活用する木質バイオマス発電所の現状と課題、およ

び FIT 制度の概要等について学んだ 
参加者 フォーラム関係者３４名 

 
 

② エコライフ分科会 
 

〇河川浄化への啓発 

 奈良県主催の会議への参加 

  ・奈良県浄化槽推進協議会（令和７年５月２２日開催） 

浄化槽の必要性について令和６年度の視察成果を報告。 

    ・大和川重点対策支川部会（令和７年７月１４日・３０日開催） 

      有識者として参加。水質改善に向けての提案を行う。 

事業計画では、大和川の支川で国の環境基準、BOD5mg/L の達成が出来てい

ない大和高田市の土庫川、高田川の水質検査（パックテスト）を実施し、

データ提供を行う予定だったが実施できなかった。 

 

〇地域が育む川づくり 

   河川の景観づくりや、川の美化活動を行っている団体との協働の場作りの実施ができ  

なかった。 

 

〇環境学習会 

 小学生を対象とした環境学習会を実施 

  テーマ：「水はめぐる」 
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  日 程：令和７年７月４日 

参加者：五條市立五條南小学校 ５年生 

内 容：合併浄化槽の働き、水質検査(パックテスト)の演習、バキュームカーの 

実車体験など。 

 

〇「１００％循環型の奈良県版エコな食文化（仮称）」の創出 （新事業） 

     新事業として計画したが、参加メンバーが少なく実施出来なかった。 

 

 

③ 資源活用分科会 

 
  ○環境にやさしい買い物キャンペーンの実施 
   日程 ： 令和７年１０月１５日 １０時から１２時 
   場所 ： イオンモール大和郡山（大和郡山市）  

概要 ： ３Ｒ推進月間及び食品ロス削減月間である１０月に実施。本年度のキャン
ペーンとして、エシカル消費につながるエコマークなどの認証マークに対
する認知度調査を行った。マークによる認知度の差が大きいことが認識で
きた。 

 
  ○エコ見学会の実施（３回） 

第１回 日程：令和７年７月２日 
    場所：環境学習施設やまと eco（リサイクルセンター・クリーンセンター） 

       概要：エネルギー回収型廃棄物処理施設やマテリアル推進施設を視察。ま
た、環境学習施設の見学を通じ、資源循環とエネルギーの有効利用の
重要性を再認識した。 

第２回 日程：令和７年１２月９日 
    場所：「大阪湾フェニックス計画」大阪沖処分場 

       概要：近畿 2 府４県の廃棄物最終処分場の稼働現状を知り、ごみの減量の必
要性の認識を新たにした。 

第３回 日程：令和８年３月３日※エネルギー分科会との共催 
    場所：株式会社クリーンエナジー奈良 吉野発電所 

概要：森林資源や木材の廃材などの資源を活用する木質バイオマス発電所の   
現状と課題について認識することができた。 
 

○学習会の実施 
テーマ：「容器包装リサイクルの現状と課題について」 

      講 師：市民生活協同組合ならコープ・株式会社エフピコ ご担当者 
      日 程：令和８年２月２４日 
      場 所：ならコープ物流センター 
      概 要：店舗により回収された容器包装リサイクルの現状・課題及び今後の展

開について、現地視察及び座学を通じ学習した。 
 
○他の関係機関との連携による事業の実施 

  ・奈良市地球温暖化対策協議会など他団体と、人的交流及び情報交換を実施 
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④ 自然環境分科会 
 
  ○自然環境セミナー 

目 的：自然環境への理解を深め、得た経験を地域での活動に役立ててもらうため、
「本陣講座」を開催（奈良追分コミュニティ） 

テーマ：「準絶滅危惧種大和橘の再生に向けて」 
日 程：令和７年５月１１日 

   内 容：第１部 
宇山恵子先生を講師に迎え、英国王立植物園での絶滅危惧種の再生の試み 

 について。日本の「大和橘」再生に向けた大和橘茶畑の維持管理について 
の講演。 

第２部 
大和橘茶畑の見学・大和橘のお茶とチンキ作り体験。 

 
  ○自然体験教室（４回） 

目 的：自然体験の機会を提供し、自然環境に興味を持ってもらうきっかけ作りとし
て、自然体験活動実施者の増大を図る。 

第１回 「芋掘り・菜の花苗の移植」（宙塾） 
           日程 令和７年１１月２日 

第２回 「ピーナツ堀り体験」（山の辺の道ファンクラブ） 
           日程 令和７年１１月６日 

第３回 「七草粥の会」（NACS-J 自然観察指導員奈良連絡会） 
           日程 令和８年１月１８日 

第４回 「ロケットストーブ作り・竹チップ堆肥作り体験」（ほっとねっと） 
           日程 令和８年３月２８日 
  
  ○菜の花プロジェクトの推進 
   ・各フィールドの支援 
     ・「山の辺の道菜の花まつり」（山の辺の道ファンクラブ） 

 ・「追分菜の花まつり」（奈良追分コミュニティ） 
     ・「菜の花苗植栽推進」（さくらい菜の花プロジェクト） 

・菜の花だより・橘だよりの編集 
・フォーラムだよ！りの発刊 

１０月・３月発行のフォーラムだよりへの寄稿 


